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本リリース ノートには、次のトピックが含まれています。

本リリースの新機能

ご使⽤前の注意事項

利⽤可能な⾔語

互換性に関する注意

サポートされている Windows 10 オペレーティング システム

Red Hat Enterprise Linux Workstation のサポート

Horizon 7 の以前のリリース

既知の問題

解決した問題

本リリースの新機能

VMware Horizon 7 バージョン 7.11 には次の新機能および機能拡張が含まれています。これらの情報をインス

トール可能なコンポーネント別に提供します。

製品の機能強化

オンプレミスの Horizon Connection Server

Horizon Agent for Linux

Horizon Agent

Horizon GPO Bundle

Horizon Client

Horizon 7 Cloud Connector

VMware Cloud on AWS に展開された Horizon 7

このリリースで解決された問題の詳細については、解決した問題を参照してください。

製品の機能強化

VMware Horizon 7 バージョン 7.11 リリースには、Horizon Connection Server および Horizon Agent の多くの新機能

と拡張機能が含まれています。Horizon Console の機能パリティを構築し続けているのも含まれています。HTML5

ベース Web コンソールである Horizon Console は継続的なビルドが⾏われ、最終的に Horizon Administrator と⼊れ

替わります。Horizon Administrator は 2020 年初めに廃⽌される予定です。

オンプレミスの Horizon Connection Server

Horizon Console（HTML5 ベースの Web インターフェイス）

Horizon Console に、いくつかの機能強化が⾏われています。具体的には、次の機能が強化されています。

Horizon Console が、Horizon 7 で推奨の基本 Web インターフェイスになりました。既存の Flash ベー

スの Horizon Administrator Web インターフェイスはサポートを継続しますが、2020 年初めには廃⽌

される予定です。『VMware Horizon Console の管理』の「Horizon Console へのログイン」を参照して

https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-console-administration/GUID-D2ADFD46-9375-4B6D-96D9-58E8133E5D59.html


ください。

Horizon Help Desk Tool が Horizon Console に統合され、使いやすくなりました。Horizon Console で、

[モニター] > [ヘルプ デスク] の順にクリックすると、Horizon Help Desk Tool が開きます。『VMware

Horizon Console の管理』の「Horizon Console での Horizon Help Desk Tool の起動」を参照してくださ

い。

RADIUS 2 要素認証のログイン ダイアログ ボックスに表⺬されるユーザー名とパスワードのラベル

をカスタマイズできます。『VMware Horizon Console の管理』の「Horizon Console での 2 要素認証の

有効化」を参照してください。

グローバル クライアントの制限の設定を使⽤して、サポート対象外の Horizon Client バージョンで

のデスクトップ/公開アプリケーションとクライアント セッションの接続を制限できます。

『VMware Horizon Console の管理』の「Horizon Console でのクライアント セッションのグローバル

クライアントの制限の設定」を参照してください。

Horizon Console で、Connection Server ごとに CPU 使⽤量とメモリ使⽤量を確認できます。『VMware

Horizon Console の管理』の「Horizon Connection Server の負荷ステータスの監視」を参照してくださ

い。

「Composer デスクトップ プール イメージを管理」権限の名前が「⾃動化されたデスクトップと

ファームでのメンテナンス操作を管理」に変わりました。この権限を使⽤すると、インスタント ク

ローン デスクトップ プールまたはファームにプッシュイメージ操作を実⾏できます。『VMware

Horizon Console の管理』の「オブジェクト固有の権限」を参照してください。

ファームのセッション情報を表⺬するときに、セッションに関連付けられている公開アプリケー

ション名を表⺬できます。『VMware Horizon Console の管理』の「Horizon Console での公開デスク

トップ セッションとアプリケーション セッションの管理」を参照してください。

クラウド ポッド アーキテクチャ

Horizon 7 バージョン 7.11 では、ポッドあたり 12,000 のセッションが検証されています。

特定のデスクトップ プールを含むグローバル デスクトップ資格を確認するには、Horizon Console で

[インベントリ>[デスクトップ] の順に選択します。デスクトップ プールを含むグローバル デスク

トップ資格の名前は、[デスクトップ プール] 画⾯の [グローバル資格] 列に表⺬されます。[デスク

トップ プール] ページでデスクトップ プール名をクリックすると、[サマリ] タブにグローバル デ

スクトップ資格の名前が表⺬されます。

バックアップ グローバル資格を設定できます。プール容量の不⾜やポッドの使⽤不能などでプライ

マリ グローバル資格がセッションの開始に失敗した場合、バックアップ グローバル資格がリモー

ト デスクトップまたは公開アプリケーションを提供します。バックアップ グローバル資格には、

ポッド フェデレーション内の任意のポッドのプールを含めることができます。『Horizon 7 でのクラ

ウド ポッド アーキテクチャの管理』の「バックアップ グローバル資格の実装」を参照してくださ

い。

公開デスクトップとアプリケーション

Horizon 7 は、Windows 10 仮想デスクトップ (WVD) ホストまたはデスクトップ プールで実⾏される

ユニバーサル Windows プラットフォーム (UWP) アプリケーションをサポートしています。

『Horizon Console での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ』で「リモート

デスクトップ サービスのホスト」を参照してください。

仮想デスクトップ

進⾏状況バーに、マスター仮想マシンの保留中イメージのステータスと、インスタント クローン

プールに対して初めて公開されているスナップショットが表⺬されます。

True SSO

True SSO 機能で、Unified Access Gateway アプライアンスを使⽤するサードパーティの ID プロバイ

ダを使⽤できます。『Horizon 7 の管理』の「True SSO の設定」を参照してください。

ロード バランシング

VMware Avi Networks が、Connection Server、Unified Access Gateway アプライアンス、App Volumes

Manager 間のロード バランシングをサポートします。

Horizon Agent for Linux

サポートされるディストリビューション

https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-console-administration/GUID-281718E5-1DD8-4109-B80A-D9E4E24323D4.html
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https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-administration/GUID-7314E2AF-2DA0-4BD0-939D-F5F352B3EEE0.html


Horizon Agent for Linux は、Linux リモート デスクトップでの次のオペレーティング システムをサポートし

ます。詳しくは、『Horizon 7 for Linux デスクトップのセットアップ』の「Horizon 7 for Linux のシステム要

件」を参照してください。

RHEL 7.7

CentOS 7.7

CentOS 8.0

RHEL/CentOS 8 デスクトップでの True SSO

RHEL/CentOS 8 ディストリビューションを実⾏している⼿動および⾃動フル クローン デスクトップで True

SSO 機能がサポートされます。インスタント クローンの RHEL 8 デスクトップで True SSO はサポートさ

れません。『Horizon 7 for Linux デスクトップのセットアップ』の「RHEL/CentOS 8 デスクトップでの True

SSO の設定」を参照してください。

Horizon Agent

リモート プロトコル

動的なエンコーダー スイッチを使⽤すると、ビデオ⽤に最適化されたエンコーダー（H.264 4:2:0

または H.264 4:4:4）とテキスト⽤に最適化されたエンコーダー（Blast コーデックとアダプティ

ブ）を切り替えることができます。このスイッチは、帯域幅の使⽤量を減らし、鮮明なテキストと

画像を維持するのに役⽴ちます。『Horizon 7 アーキテクチャの計画』の「VMware Blast Extreme」を

参照してください。

HW エンコーダーは 5 台以上のモニターをサポートします。

保留中のメッセージがまとめて送信されるので、データ転送で使⽤される帯域幅が少なくなりま

す。

リモート エクスペリエンス

管理者は、レジストリ キー⽂字列または GPO 設定（アプリケーションとプロセスの VMware

AppTap の設定）を使⽤することで、ユーザーがリモート セッションからログオフしたときに、リ

モート セッションの終了を妨げるアプリケーション プロセスを無視するように設定できます。GPO

設定については、『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』の「VMware View Agent 構成

ADMX テンプレートの設定」を参照してください。

ネスト モード⽤にデスクトップまたは RDSH イメージを準備する場合に、Horizon Agent と Horizon

Client を任意の順序でインストールできます。

Horizon Agent インストーラは、LSA が有効になっているマシンをサポートします。『Horizon Console

での仮想デスクトップのセットアップ』の「仮想マシンへの Horizon Agent のインストール」を参照

してください。

Horizon GPO Bundle

VMware View Agent 設定 ADMX テンプレート ファイル vdm_agent.admx に、次の新しい設定が追加されま

した。

バッテリ状態のリダイレクトを有効にする

RDSH プラットフォームで UWP サポートを有効にする

VMware AppTap の設定

VMware Horizon Client 設定 ADMX テンプレート ファイル vdm_client.admx に、次の新しい設定が追加され

ました。

解像度と DPI をサーバに保存

Horizon Client

HTML Access 5.3 を含む Horizon Client 5.3 の新機能については、Horizon Client のドキュメント にあるリリース

ノートを参照してください。

Horizon 7 Cloud Connector

https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/linux-desktops-setup/GUID-E268BDBF-1D89-492B-8563-88936FD6607A.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/linux-desktops-setup/GUID-38E33D0D-45D3-4B79-A756-963374831725.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-architecture-planning/GUID-F64BAD49-78A0-44FE-97EA-76A56FD022D6.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-remote-desktop-features/GUID-AB42F842-BD66-4856-9E61-1A392BF93B6F.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/virtual-desktops/GUID-79FC247E-D6DC-4D27-9060-3BBF5DDDCB14.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-Client/index.html


これは VMware Horizon ユニバーサル ライセンス ユーザー向けの情報です。Horizon 7 バージョン 7.6 以降で、

Horizon Cloud Service を使⽤して Horizon 7 ポッドを管理する場合、Horizon Cloud Connector 仮想アプライアンスが

必須コンポーネントになります。

VMware Cloud on AWS に展開された Horizon 7

VMware Cloud on AWS でサポートされる Horizon 7 の機能については、VMware のナレッジベースの記事

KB58539 を参照してください。

ご使⽤前の注意事項

VMware View Composer のインストールに関する重要事項

View Composer 7.2 以降をインストールまたはアップグレードする場合には、Microsoft .NET Framework を

バージョン 4.6.1 にアップグレードする必要があります。アップグレードしない場合は、インストールに

失敗します。

VMware Tools のインストールに関する重要事項

vSphere で提供されているデフォルトのバージョンではなく、VMware 製品のダウンロード ページからダ

ウンロードされた VMware Tools バージョンをインストールする予定の場合は、その VMware Tools バー

ジョンがサポートされていることを確認してください。サポートされる VMware Tools バージョンを特定

するには、VMware 製品の相互運⽤性マトリックス にアクセスし、ソリューションで「VMware Horizon

View」およびバージョン番号を選択してから、「VMware Tools (downloadable only)」を選択します。

View Composer をサイレント インストールする場合、VMware のナレッジベースの記事

KB2148204「Microsoft Windows Installer Command-Line Options for Horizon Composer」を参照してくださ

い。

この Horizon 7 リリースには、以前のリリースの⼀部と異なる新しい構成要件が採⽤されています。アッ

プグレード⼿順については、『Horizon 7 のアップグレード 』ドキュメントを参照してください。

Horizon 6.2 より前の環境を Horizon 7 にアップグレードする場合、および Connection Server、セキュリティ

サーバ、または View Composer Server がデフォルトでインストールされた⾃⼰署名証明書を使⽤する場

合、アップグレードを実⾏する前に既存の⾃⼰署名証明書を削除する必要があります。既存の⾃⼰署名証

明書が残っていると、接続が機能しない場合があります。アップグレード中に、インストーラは、既存の

証明書を置き換えません。古い⾃⼰署名証明書を削除すると、新しい証明書が確実にインストールされま

す。このリリースの⾃⼰署名証明書では、6.2 より前のリリースと⽐べて、より⻑い RSA 鍵（1024 ビッ

トではなく、2048 ビット）と、より強⼒な署名（SHA-1 と RSA の組み合わせではなく、SHA-256 と RSA

の組み合わせ）が使⽤されています。⾃⼰署名証明書は安全ではないため、できる限り速やかに CA に

よって署名された証明書に置き換える必要があります。また、SHA-1 はすでに安全とはみなされておら

ず、SHA-2 証明書に置き換える必要があります。

VMware の推奨に従い、実稼動環境で使⽤するためにインストールした、CA で署名された証明書は削除し

ないでください。CA で署名された証明書は、このリリースにアップグレードした後も引き続き機能しま

す。

フレッシュ インストールを実⾏するか、すべての Connection Server を Horizon 7 バージョン 7.2 以降に

アップグレードした後は、LDAP データの保護に使⽤されるキーが変更されたため、Horizon 7 バージョン

7.2 より前のバージョンに Connection Server インスタンスをダウングレードすることはできません。

Horizon 7 バージョン 7.2 以降へのアップグレードを計画するときに、Connection Server インスタンスをダ

ウングレードする可能性がある場合には、アップグレードの開始前に LDAP のバックアップを実⾏する必

要があります。Connection Server インスタンスをダウングレードする場合は、すべての Connection Server

インスタンスをダウングレードし、最後にダウングレードした Connection Server に LDAP のバックアップ

を適⽤する必要があります。  

Horizon Agent のインストールで [スキャナ リダイレクト] セットアップ オプションを選択すると、ホスト

統合率に⼤きな影響を与えることがあります。ホスト統合を最適にするには、必要とするユーザーに対し

てのみ [スキャナ リダイレクト] セットアップ オプションが選択されるようにします。（デフォルトで

は、Horizon Agent のインストール時に [スキャナ リダイレクト] オプションは選択されていません）。ス

キャナ リダイレクト機能を必要とするユーザーの場合は、個別のデスクトップ プールを設定し、その

プールでのみセットアップ オプションを選択します。

https://kb.vmware.com/s/article/58539
https://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
http://kb.vmware.com/kb/2148204


Horizon 7 では、TLSv1.1 および TLSv1.2 のみが使⽤されます。FIPS モードでは TLSv1.2 のみが使⽤されま

す。vSphere パッチを適⽤していない場合は、vSphere に接続できないことがあります。TLSv1.0 を再度有

効にする⽅法については、『Horizon 7 のアップグレード 』ドキュメントの「Connection Server から

vCenter 接続で TLSv1 を有効にする」および「View Composer から vCenter および ESXi 接続で TLSv1 を有

効にする」を参照してください。

FIPS モードは、6.2 より前のリリースではサポートされません。Windows で FIPS モードを有効にし、

Horizon Composer または Horizon Agent を Horizon View 6.2 より前のリリースから Horizon 7 バージョン 7.2

以降にアップグレードすると、FIPS モード オプションが表⺬されません。Horizon 7 バージョン 7.2 以降

を FIPS モードでインストールする代わりに、フレッシュ インストールを実⾏する必要があります。

Linux デスクトップは、VMware Blast 表⺬プロトコル向けにポート 22443 を使⽤します。

Horizon 7 バージョン 7.2 以降では、Connection Server で暗号化スイートの順序付けを適⽤することができ

ます。詳細については、『Horizon 7 のセキュリティ 』を参照してください。

Horizon 7 バージョン 7.2 から、Connection Server が同じポッド内の他の Connection Server との通信にポー

ト 32111 を使⽤します。インストールまたはアップグレードでこのトラフィックがブロックされると、

インストールが失敗します。

Horizon 7 バージョン 7.3.2 以降では、ポート 443 の TLS ハンドシェイクが 10 秒以内に完了します。ス

マート カード認証が有効な場合には、100 秒以内に完了します。以前のリリースの Horizon 7 では、どの

状況でもポート 443 の TLS ハンドシェイクに 100 秒が許可されました。handshakeLifetime 設定プロ

パティを使⽤すると、ポート 443 の TLS ハンドシェイクの時間を調整できます。TLS ハンドシェイクに

時間がかかるクライアントをブラックリストに⾃動的に追加することもできます。ブラックリストにある

クライアントからの新しい接続は、処理が開始するまでに⼀定期間延期され、他のクライアントからの接

続が優先されます。この延期期間は変更可能です。この機能を有効にするに

は、secureHandshakeDelay 設定プロパティを使⽤します。設定プロパティの詳細については、

『Horizon 7 のセキュリティ 』ドキュメントを参照してください。

リモート デスクトップ サービス ロールがない場合、Horizon Agent インストーラは、Horizon Agent を RDS

モードまたはデスクトップ モードでインストールするように求めるプロンプトを表⺬します。

利⽤可能な⾔語

Horizon Administrator と Horizon Console のユーザー インターフェイス、Horizon Administrator と Horizon Console の

オンライン ヘルプ、Horizon 7 製品ドキュメントは、⽇本語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語（簡

体字）、中国語（繁体字）、韓国語でご利⽤いただけます。詳細については、VMware Horizon 7 ドキュメント セ

ンターを参照してください。

互換性に関する注意

シングル ユーザー マシンおよび RDS ホストの Horizon Agent でサポートされるゲスト オペレーティング

システムについては、VMware のナレッジベースの記事 KB2150295「Supported Windows Versions for

Remote Desktop Systems for Horizon Agent」を参照してください。

6.2 より前のバージョンの View Agent を使⽤する Horizon 7 サーバを使⽤する場合は、PCoIP 接続向けに

TLSv1.0 を有効にする必要があります。バージョン 6.2 よりも古い View Agent では、PCoIP 向けのセキュ

リティ プロトコル TLSv1.0 のみがサポートされます。Connection Server およびセキュリティ サーバを含

め、Horizon 7 サーバではデフォルトで TLSv1.0 が無効になっています。VMware のナレッジベースの記事

KB2130798「Configure security protocols for PCoIP for Horizon 6 version 6.2 and later, and Horizon Client 3.5

and later」の操作⼿順に従って、これらのサーバの PCoIP 接続で TLSv1.0 を有効にできます。

Horizon Agent でサポートされる Linux ゲスト OS については、『Horizon 7 for Linux デスクトップのセット

アップ』ドキュメントの「Horizon 7 for Linux のシステム要件」を参照してください。

Connection Server、セキュリティ サーバ、View Composer 対応のオペレーティング システムについては、

『Horizon 7 のインストール 』ドキュメントの「サーバ コンポーネントのシステム要件」を参照してくだ

さい。

Horizon 7 機能は、このリリースで更新された⼀連の Horizon Client で強化されています。たとえば、

VMware Blast Extreme の接続には Horizon Client 4.0 以降が必要です。サポートされる Horizon Client につい

https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-upgrades/GUID-FC4B183F-8067-45DE-B528-A35E5B4EA2DB.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-upgrades/GUID-1845E4AD-E84A-4304-A7DD-83170B8D21C5.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/index.html
http://kb.vmware.com/kb/2150295
http://kb.vmware.com/kb/2130798
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/linux-desktops-setup/GUID-E268BDBF-1D89-492B-8563-88936FD6607A.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-installation/GUID-37D39B4F-5870-4188-8B11-B6C41AE9133C.html


ては、VMware Horizon Client ドキュメント ページを参照してください。

インスタント クローン機能には vSphere 6.0 Update 1 以降が必要です。

Windows 7 および Windows 10 ではインスタント クローンがサポートされますが、Windows 8 または

Windows 8.1 ではサポートされません。

Horizon 7 と vSphere の現在のバージョンおよび以前のバージョンとの互換性については、『VMware 製品

の相互運⽤性マトリックス 』を参照してください。

対応している Active Directory Domain Services (AD DS) ドメイン機能レベルについては、『Horizon 7 のイン

ストール 』ドキュメントの「Active Directory の準備」を参照してください。

Horizon Administrator 対応のブラウザなどのシステム要件については、『Horizon 7 のインストール 』ド

キュメントを参照してください。

RFC 7465 の「Prohibiting RC4 Cipher Suites」、RFC 7568 の「Deprecating Secure Sockets Layer Version

3.0」、PCI-DSS 3.1 の「Payment Card Industry (PCI) Data Security Standard」、および SP800-52r1 の

「Guidelines for the Selection, Configuration, and Use of Transport Layer Security (TLS) Implementations」に従

い、Horizon 7 コンポーネントでは RC4、SSLv3、TLSv1.0 がデフォルトで無効になっています。Connection

Server、セキュリティ サーバ、View Composer または Horizon Agent マシンの RC4、SSLv3 または TLSv1.0

を再度有効にする必要がある場合には、『Horizon 7 のセキュリティ 』ドキュメントの「View で無効化さ

れた古いプロトコルと暗号化⽅式」参照してください。

PCoIP 接続⽤に PCoIP Secure Gateway (PSG) がデプロイされている場合、バージョン 4.0 以降のゼロ クラ

イアント ファームウェアが必要です。

クライアント ドライブ リダイレクト (CDR) を使⽤しているときは、Horizon Client 3.5 以降と View Agent

6.2 以降をデプロイし、CDR データが暗号化仮想チャネル経由で外部クライアント デバイスから PCoIP セ

キュリティ サーバ、およびセキュリティ サーバからリモート デスクトップに送信されるようにします。

これより古いバージョンの Horizon Client または Horizon Agent を展開した場合、PCoIP セキュリティ サー

バへの外部接続は暗号化されますが、企業ネットワーク内でセキュリティ サーバからリモート デスク

トップに送信されるデータは暗号化されません。Active Directory で Microsoft リモート デスクトップ サー

ビス グループ ポリシーを設定すると、CDR を無効にできます。詳細については、『Horizon 7 でのリモー

ト デスクトップ機能の構成』ドキュメントの「クライアント ドライブ リダイレクトへのアクセスの管

理」を参照してください。

Horizon Agent インストーラの [USB リダイレクト] セットアップ オプションは、デフォルトでは選択解除

されています。USB リダイレクト機能をインストールするには、このオプションを選択する必要がありま

す。USB リダイレクトを安全に使⽤するためのガイダンスについては、『Horizon 7 のセキュリティ 』ド

キュメントの「安全な View 環境での USB デバイスの展開」を参照してください。

グローバル ポリシーのマルチメディア リダイレクト (MMR) はデフォルトで拒否に設定されます。MMR

を使⽤するには、Horizon Administrator を開いてグローバル ポリシーを編集し、この値を明⺬的に許可に

設定します。MMR へのアクセスを制御するために、グローバルに、または個々のプールまたはユーザーに

対してマルチメディア リダイレクト (MMR) ポリシーを有効または無効にできます。マルチメディア リダ

イレクト (MMR) データは、アプリケーション ベースの暗号化なしでネットワークを介して送信され、リ

ダイレクトされる内容によっては機密データが含まれる場合があります。このデータがネットワークで盗

まれないようにするには、安全なネットワークで MMR だけを使⽤してください。

Horizon Administrator で透過的なページ共有 (TPS) のレベルを設定する前に、セキュリティに与える影響に

ついて理解しておくことをお勧めします。ガイダンスについては、VMware ナレッジベース (KB) の記事

2080735、「セキュリティの考慮事項および仮想マシン間透過的なページ共有の禁⽌」を参照してくださ

い。

vSphere 5.5 以降の環境で View Storage Accelerator を使⽤するには、デスクトップ仮想マシンは 512GB 以

下でなければなりません。View Storage Accelerator は、512GB を超える仮想マシンでは無効になります。

仮想マシンのサイズは、合計 VMDK 容量で定義されます。たとえば、1 つの VMDK ファイルが 512GB で

あるか、複数の VMDK ファイルの合計が 512GB となる場合です。この要件は、以前の vSphere リリース

で作成され、vSphere 5.5 にアップグレードされた仮想マシンにも適⽤されます。

Horizon 7 は vSphere Flash Read Cache（旧名は vFlash）をサポートしません。

Horizon (with View) バージョン 6.0 以降のリリースの場合、View PowerCLI cmdlets Get-TerminalServer、

Add-TerminalServerPool、および Update-TerminalServerPool は⾮推奨になっています。

vSphere 6.0 以降で作成された仮想マシンでは、デフォルトで画⾯の DMA が無効になっています。View で

は画⾯の DMA を有効にする必要があります。画⾯の DMA が無効になっている場合、ユーザーがリモート

https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-Client/index.html
https://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-installation/GUID-F6075DF0-9614-4A81-B27A-7EE7C4CCB46F.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-security/GUID-1F6DF6A0-8C06-43D6-B069-58DEB2E0CE6E.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-remote-desktop-features/GUID-25820640-60C2-4B7D-AE3F-F023E32B3DAE.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/horizon-security/GUID-6F6D330B-B729-4C6E-ADBA-28F4195250AF.html
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2080735


デスクトップに接続すると画⾯が⿊く表⺬されます。Horizon 7 でデスクトップ プールがプロビジョニン

グされるとき、プール内の vCenter Server の管理対象となるすべての仮想マシンについて、画⾯の DMA が

⾃動的に有効になります。ただし、Horizon Agent が管理対象外モード (VDM_VC_MANAGED_AGENT=0) で仮

想マシンにインストールされる場合、画⾯の DMA は有効になりません。画⾯の DMA を⼿動で有効にする

⽅法については、VMware ナレッジベース (KB) の記事 2144475、「仮想マシンで画⾯の DMA を⼿動で有

効にする」を参照してください。

vSphere 2016 以降では、vGPU 対応のインスタント クローン デスクトップ プールがサポートされます。

Microsoft Windows Server では、Horizon 7 環境のすべての Connection Server 間で、動的なポート範囲を指定

して、ポートを開く必要があります。Microsoft Windows では、これらのポートはリモート プロシージャ

コール (RPC) および Active Directory レプリケーションの通常の動作で必要になります。動的ポート範囲の

詳細については、『Microsoft Windows Server』のドキュメントを参照してください。

Horizon 7 バージョン 7.2 以降の viewDBChk ツールは、vCenter Server または View Composer の認証情報に

アクセスできません。この情報が必要な場合、プロンプトが表⺬されます。

このリリースでは、Connection Server インスタンスとセキュリティ サーバが受信した HTTP 要求の転送

ルールが変更されました。locked.properties にカスタム frontMapping エントリを定義している場

合には、このエントリを削除してからアップグレードしてください。特定の Connection Server インスタン

スに対する管理者接続を許可しない場合には、カスタム frontMapping エントリを定義せずに、このエ

ントリを locked.properties に追加してください。

frontServiceWhitelist =
tunnel|ajp:broker|ajp:portal|ajp:misc|moved:*|file:docroot

セキュリティ サーバでは、このエントリが⾃動的に適⽤されるので、locked.properties に設定する

必要はありません。

Horizon Persona Management は、UIA + プロファイル テンプレートで作成されたユーザー書き込み可能ボ

リュームと互換性がありません。

Horizon 7 バージョン 7.0.3 以降では、内部検証により、インスタント クローンと内部テンプレートに有効

な IP アドレスが設定され、ネットワーク接続が確⽴しているかどうか確認されます。プロビジョニング

で仮想マシンの NIC に IP アドレスが割り当てられないと、インスタントクローンのプロビジョニングに

失敗します。

Horizon 7 でサポートされている NVIDIA GPU カード モデルの詳細について

は、https://docs.nvidia.com/grid/9.0/product-support-matrix/index.html を参照してください。

AMD v340 グラフィック カードがサポートされます。

IPv6 環境で Real-Time Audio-Video (RTAV) がサポートされます。

Horizon 7 と最新バージョンの VMware Unified Access Gateway、VMware Identity Manager、VMware App

Volumes、VMware User Environment Manager、VMware Tools の互換性については、VMware 製品の相互運⽤

性マトリックスを参照してください。

JMP Server は VMware App Volumes 2.14 以降をサポートしていますが、App Volumes 4.0 はサポートしてい

ません。JMP Server を使⽤するには、バージョン 2.14 以降の App Volumes 2.xx をインストールする必要

があります。

VMware Cloud on AWS では、論理スイッチでの NSX-t の制限のため、インスタント クローン デスクトッ

プ プールとフル仮想マシンを含むデスクトップ プールは 1,000 台のデスクトップに制限されています。

IPv6 環境の RDSH インスタント クローン プールで PCoIP はサポートされません。PCoIP は、IPv6 環境の

リモート デスクトップでサポートされます。

バージョン 18.2.7 から、Avi ネットワーク (VMware NSX Advanced Load Balancer) で Connection Server、

Unified Access Gateway アプライアンス、App Volumes Manager のロード バランシングがサポートされま

す。

サポートされている Windows 10 オペレーティング システ

ム

サポートされる Windows 10 オペレーティング システムの最新のリストについては、VMware のナレッジベース

の記事 KB2149393「Supported Versions of Windows 10 on Horizon 7」を参照してください。

http://kb.vmware.com/kb/2144475
https://docs.nvidia.com/grid/9.0/product-support-matrix/index.html
https://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
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Windows 10 オペレーティング システムのアップグレード要件の詳細については、VMware のナレッジベースの

記事 KB2148176「Upgrade Requirements for Windows 10 Operating Systems」を参照してください。

Red Hat Enterprise Linux Workstation のサポート

Horizon Agent for Linux は、Red Hat Enterprise Linux Workstation を実⾏するシステムへのインストールをサポート

します。Red Hat Enterprise Linux サーバはサポートされていません。 

『Horizon 7 for Linux デスクトップのセットアップ』で、Red Hat Enterprise Linux と RHEL はすべて Red Hat

Enterprise Linux Workstation を意味します。

Red Hat Enterprise Linux Workstation のサポート対象バージョンについては、Horizon 7 for Linux のシステム要件を

参照してください。

Horizon 7 の以前のリリース

以前のリリースで導⼊された機能は、各リリースのリリース ノートに既存の既知の問題と⼀緒に記載されてい

ます。

解決した問題

1864296：最初にユーザー名とパスワードでログインした後で、グループ ポリシー設定「クライアント

マシンのロックを解除するときにリモート セッションのロックを解除」が有効になっているローカル マ

シンにスマート カード認証による再帰的なロック解除でログインを試み、Horizon Client から現在のユー

ザーとしてログインすると、GSSAPI_ERROR メッセージが表⺬されます。

2260206：個⼈設定に対してドライバ アンロードのコールバック呼び出しがないため、Windows 仮想マシ

ンがシャットダウンしません。

2344754：拒否権限のため、レプリケーション間隔ごとに個⼈設定管理の同期が失敗します。

2373674：Deep Security が有効になっているリモート デスクトップにユーザーがログインし、個⼈設定管

理がサイズの⼤きいファイルをコピーすると、マシンがハングします。

2414242：Deep Security が有効になっていると、ファイル共有からローカル ディスクにコピーしたファイ

ルを削除できません。

2403057：個⼈設定管理と Deep Security を併⽤すると、BSOD REGISTRY_FILTER_DRIVER_EXCEPTION (135)

が発⽣します。

2373808：Windows マシンに Adobe Acrobat Reader をインストールするときに、個⼈設定管理が有効に

なっていると、BSOD（バグ チェック 3B）でマシンがクラッシュします。

2403061：⽇本語ワードプロセッサの⼀太郎で作成されたドキュメントで、ユーザー プロファイルの同期

が正しく機能しません。

2292092：デスクトップでログアウト プロセスの実⾏中に、すでにログアウトしているユーザーが同じデ

スクトップにログインできます。

2412281：Blast または PCoIP を使⽤して Windows 2016 公開デスクトップに接続している場合、「使⽤

可能な場合にデスクトップ⾔語バーを使⽤する」設定を保存できません。

既知の問題

http://kb.vmware.com/kb/2148176
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/linux-desktops-setup/GUID-E6825232-3188-4507-B757-0CF743047282.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-7/7.11/linux-desktops-setup/GUID-E268BDBF-1D89-492B-8563-88936FD6607A.html


既知の問題には次のトピックが含まれます。

Horizon Persona Management

View Composer

Horizon Connection Server

Horizon Agent for Linux

Horizon Agent

Horizon GPO Bundle

Horizon Client

Horizon JMP Server と JMP Integrated Workflow 機能

Horizon Cloud Connector

Horizon Persona Management

ログインした後に毎回、「v6」バージョンのユーザー プロファイルを使⽤するゲスト OS で、最初のユー

ザー個⼈設定を個⼈設定管理がレプリケートするのに時間がかかります。

個人設定プロファイルを使用して Windows 10 LTSB マシンにログインし、クイック アクセスから Downloads や My
Documents などの制限付きのフォルダにアクセスすると、次のエラーが発生します。

C:\Users\vdiuser7\Downloads を使用できません。フォルダを追加する API やクイック アクセス用のファイルは Microsoft
から提供されていません。

回避策：なし

個⼈設定管理が構成された仮想マシンに 2 回⽬にログインすると、Microsoft Edge ブラウザがクラッシュ

し、OneDrive アプリケーションが使⽤できないことを通知するエラー メッセージが表⺬されます。また、

ファイルとフォルダが正しくレプリケートされません。この問題は、Windows 10 ビルド 1703 以降で発

⽣します。

回避策：個⼈設定管理の設定で [ローカル設定フォルダを移動] を無効にします。この設定を無効にす

ると、Microsoft Edge ブラウザは正常に動作しますが、最初にログインしたときだけ OneDrive アプリケー

ションを使⽤できます。

Horizon Persona Management の設定が有効になっていると、Windows Server 2012 仮想マシンのファイルに

オフライン アイコンが表⺬されません。

回避策：なし。

Windows 10 バージョン 1703 CBB システムに Horizon Agent がインストールされ、Persona Management が

有効になっている仮想マシンで最初のログインに成功した後、次回のログイン以降で「OneDrive - 無効な

イメージ エラー」というメッセージが表⺬されます。

回避策：   Windows 10 バージョン 1703 CBB システムで OneDrive を使⽤しないでください。グループ

ポリシー管理エディタで、[コンピュータの構成] > [ポリシー] > [管理テンプレート] > [VMware View

Agent の構成] > [個⼈設定管理] > [移動と同期] フォルダの順に移動し、「ローカル設定フォルダを移

動」の設定を無効にします。

View Composer

最新の Windows 更新が適⽤された Windows Server 2016 で、コマンド ラインから View Composer インス

トーラを実⾏すると、Microsoft

.NET 4.6 Framework エラーが発⽣します。CLI インストーラが Microsoft .NET 4.7 の最新バージョンを認識

できないため、この問題が発⽣します。

回避策：View Composer インストーラのインターフェイスを使⽤して、インストーラを実⾏します。

Windows 10 オペレーティング システムのビルド 1511 からビルド 1607 に親仮想マシンをアップグレー

ドすると、デスクトップ プールの作成や再構成が失敗します。ビルド 1607 は、Windows 10 Anniversary

Update オペレーティング システムです。

回避策：

オプション 1。親仮想マシンで Windows 10 ビルド 1607 を新規にインストールします。



オプション 2。デスクトップ プール作成ウィザードで [ディスポーザブル ファイルをリダイレクト

する] を選択しないでください。

viewdbchk.cmd ‒findMachine コマンドを実⾏すると、View Composer に接続できません。

回避策：View Composer の⾃⼰署名証明書を Connection Server のキーストアにインポートするか、カスタ

ム CA 証明書を使⽤します。

vSphere 6.7 のゲスト カスタマイズ ユーティリティに最近⾏われた変更が原因で、Horizon 7 バージョン

7.5 へのアップグレードを⾏う際、旧バージョンの Horizon Agent の View Composer 7.5 では Sysprep のカ

スタマイズ メソッドを使⽤したリンク クローン プールのプロビジョニングおよび再構成はできません。

プロビジョニングまたは再構成を⾏うと、リンク クローン デスクトップおよびファームが永久にカスタ

マイズ状態になり、スタックします。

回避策：VMware Tools を最新バージョンにアップグレードし、親仮想マシンで Horizon Agent をバージョ

ン 7.5 にアップグレードして、アップグレードした親仮想マシンのスナップショットを取ります。次に、

vSphere 6.7 で Sysprep のカスタマイズ メソッドを使⽤して、リンク クローン デスクトップ プールのプロ

ビジョニングまたは再構成を⾏います。

Win2k12 Standard と Datacenter バージョンで、リンク クローンがカスタマイズ状態になり、スタックしま

す。

回避策：この問題の修正⽅法については、VMware ナレッジベースの記事

https://kb.vmware.com/s/article/57348 を参照してください。

Horizon Connection Server

インスタントクローンのデスクトップ プールをプロビジョニングしているときにデータ ストアに⼗分な

空き容量がない場合、Horizon Administrator には「仮想マシン <仮想マシン名> のクローン作成が失敗しま

した - VC_FAULT_FATAL: スワップ ファイルを 0 KB から 2097152 KB に拡張できませんでした。」という

エラー メッセージが表⺬されます。このメッセージは問題の根本原因を明確に⺬していません。

回避策：不要。

Horizon Administrator で、[カタログ] > [デスクトップ プール] の順に移動してインスタントクローン デ

スクトップ プールをダブルクリックし、[インベントリ] タブに移動して [マシン（インスタント ク

ローンの詳細）] をクリックすると、ウィンドウにインスタント クローンの詳細が表⺬されます。ただ

し、OS ディスク データ ストアの列には情報が表⺬されません。

回避策：なし

⼤規模な環境では、インスタントクローン デスクトップ プールのデスクトップの⼀部が無効な IP 状態に

なることがあります。

回避策：Horizon Administrator で、[プール インベントリ] に移動し、[無効な IP] 状態のデスクトップを

選択して [リカバリ] をクリックします。

デスクトップ プールにエンド ユーザー セッションが存在する仮想マシンを vCenter Server または

Windows オペレーティング システムのメニューから再起動あるいはリセットすると、仮想マシンが再起動

されますが、Horizon Administrator で仮想マシンのステータスが [すでに使⽤されています] と表⺬される

場合があります。

この問題は、次のプール タイプで発⽣する場合があります。

インスタントクローン デスクトップ プール

[ログオフ時に削除] が有効なリンククローン フローティング デスクトップ プール。

[ログオフ時に更新] が有効なリンククローン フローティング デスクトップ プール。

[ログオフ時に削除] が有効なフル クローン フローティング デスクトップ プール。

回避策：Horizon Administrator または Horizon Client を使⽤して、インスタントクローン デスクトップ

プール内の仮想マシンを再起動またはリセットします。仮想マシンが [すでに使⽤されています] の状態に

なっている場合は、仮想マシンを削除します。この操作では、プール プロビジョニング設定に基づいて新

しい仮想マシンが⾃動的に作成されます。

https://kb.vmware.com/s/article/57348


ローカル データストアにインスタント クローンをプロビジョニングする場合、該当するホストをメンテ

ナンス モードに切り替えることができません。移⾏されないように内部仮想マシンとインスタント ク

ローンがローカル データストアに格納されているため、この問題が発⽣します。

回避策：インスタントクローン デスクトップ プールを削除します。これにより、関連する仮想マシンが

削除され、対応するホストをメンテナンス モードに切り替えることができます。

インスタントクローンの親仮想マシンがパワーオン状態のホストに存在すると、VUM を使⽤する ESXi ホ

ストの修正が失敗します。

回避策：詳細については、VMware のナレッジベースの記事 KB2144808「Entering and exiting maintenance

mode for an ESXi host that has Horizon instant clones」を参照してください。 

Windows Server 2016 および Windows Server 2019 RDS ホストで、ユニバーサル Windows プラットフォー

ム (UWP) アプリケーションを公開アプリケーションとして使⽤できません。

True SSO のため、Connection Server インスタンスと登録サーバの間の接続ステータスは、Horizon

Administrator にアクセスするために使⽤している Connection Server のシステム健全性ステータス ダッシュ

ボードにのみ表⺬されます。たとえば、Horizon Administrator

にhttps://server1.example.com/admin を使⽤している場合、登録サーバの接続ステータスは

server1.example.com Connection Server についてのみ収集されます。次のメッセージのいずれかが表⺬

されることがあります。

この Connection Server でのセッションを管理するためにプライマリ登録サーバと通信できません。
この Connection Server でのセッションを管理するためにセカンダリ登録サーバと通信できません。

登録サーバ １ つをプライマリとして構成する必要があります。セカンダリ登録サーバの構成はオプショ

ンです。登録サーバが 1 台のみの場合、最初のメッセージ（エラー）のみが表⺬されます。プライマリと

セカンダリの登録サーバがあり、両⽅に接続の問題が発⽣している場合は、両⽅のメッセージが表⺬され

ます。

それぞれに異なるテンプレートがセットアップされた CA と SubCA を含む環境で真の SSO をセットアッ

プするときは、CA または SubCA からのテンプレートと別の CA または SubCA の組み合わせを使⽤して真

の SSO を構成できます。その結果、ダッシュボードには真の SSO のステータスが緑⾊で表⺬されること

があります。ただし、真の SSO を使⽤しようとすると失敗します。

セッションがローカル セッションか、ローカルのポッドで実⾏されている場合、Horizon Help Desk Tool に

ポッド名が表⺬されません。

回避策：Horizon Help Desk Tool にポッド名が表⺬されるように、クラウド ポッド アーキテクチャ環境を

設定します。

Workspace ONE のレプリカ サーバでは、Workspace ONE モードの設定は反映されません。

回避策：Connection Server で Workspace ONE モードを設定します。

フル クローン デスクトップ プールを作成すると、キャッシュの問題により、不正なテンプレートが表⺬

され、有効なテンプレートが表⺬されない場合があります。

回避策：Connection Server を再起動します。

SAML 認証を Horizon Administrator に追加しようとすると、[SAML 認証⼦の管理] ページの [追加] ボタン

が無効になります。

回避策：管理者またはローカル管理者のロールが付与されたユーザーとして Horizon Administrator にログ

インします。

クラウド ポッド アーキテクチャ環境の場合、Horizon Administrator で [インベントリ] > [セッションを

検索] の順に選択しても、グローバル アプリケーション資格から事前起動されたアプリケーション セッ

ションが表⺬されません。

回避策：事前起動のセッション情報を確認するには、ホスティングするポッドの Connection Server インス

タンスで Horizon Administrator ユーザー インターフェイスにログインし、[監視] > [イベント] の順に選

択してください。

http://kb.vmware.com/kb/2144808


20 から 50 のクラウド ポッド アーキテクチャ グローバル アプリケーション資格が割り当てられている

ユーザーが、任意のバージョンの Horizon Client 経由で接続して Horizon 7 で認証を⾏うと、20 秒から 30

秒の遅延が発⽣します。

注：Horizon 7 バージョン 7.2 では、この接続時間は若⼲向上しています。

回避策：なし。

Intel vDGA については、Haswell および Broadwell シリーズの Intel 内蔵 GPU のみがサポートされます。

Broadwell 内蔵 GPU は、vSphere 6 Update 1b 以降でのみサポートされます。Haswell 内蔵 GPU は、vSphere

5.5 以降でサポートされます。GPU が ESXi に認識されるには、まず BIOS で有効にする必要があります。

詳細については、特定の ESXi ホストのドキュメントを参照してください。Intel 社は、BIOS のグラフィカ

ル メモリ設定をデフォルト値の設定のままにしておくことを推奨しています。設定を変更する必要がある

場合は、アパチャーの設定をデフォルト (256M) のままにします。

NVIDIA GRID vGPU を使⽤するように設定された View Composer デスクトップ プールに基づいた仮想マシ

ンのプロビジョニングが失敗し、次のエラーが表⺬されます。操作のために親リソース プールで利⽤可能

なグラフィック リソースが不⾜しています。

回避策：クラスタ内の 3D レンダリングのために設定されたすべての仮想デスクトップに対して単⼀の

vGPU プロファイルを使⽤します。

vCenter Server 6.5 を含む vCenter Server 6.0 U3 以降で エラー発⽣時に内部親仮想マシンが別のホストに移

⾏されます。この移⾏は、ターゲット ホストに不要な親仮想マシンがある場合に発⽣します。

回避策：これらの親仮想マシンを⼿動で削除します。詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトッ

プのセットアップ』を参照してください。

メモリ不⾜の可能性を低減するため、フレーム バッファが 512 MB 以下の vGPU プロファイルの場合、

Windows 10 ゲスト OS でサポートされる仮想ディスプレイ ヘッドは 1 つだけです。

フレーム バッファが 512 MB 以下の vGPU プロファイルは次のとおりです。

Tesla M6-0B、M6-0Q

Tesla M10-0B、M10-0Q

Tesla M60-0B、M60-0Q

GRID K100、K120Q

GRID K200、K220Q

回避策：複数の仮想ディスプレイ ヘッドに対応し、フレーム バッファが 1 GB 以上のプロファイルを使

⽤します。

クライアント制限機能が有効で、⼀⽅向の Active Directory 信頼が設定されているドメインの使⽤資格があ

る場合、公開デスクトップとアプリケーション プールが起動しません。

回避策：なし

アップグレード後、「ファーム、デスクトップおよびアプリケーション プールを管理」（オブジェクト固

有の権限）を含むロールが設定されていると、ファームの追加オプションが灰⾊になります。

回避策：「ファーム、デスクトップおよびアプリケーション プールを管理」権限を含むロールを編集す

るか、再度作成します。これにより、「グローバル構成とポリシーを管理」権限も追加されます。

アップグレード後に、Workspace ONE にブックマークが表⺬されません。

回避策：Workspace ONE のカタログからブックマークを再度追加します。

ネットワーク ケーブルを取り外して再度接続した後、クライアント マシンで [切断してログオフ] をク

リックすると、リモート デスクトップが切断されず、ログオフしません。

回避策：⼿動でリモート デスクトップのウィンドウを閉じて、リモート セッションから切断します。

Horizon Administrator でフル仮想マシンを含む⾃動プールのクローンを作成しているときに、[設定内容の

確認] で多くのフィールドに値が表⺬されません。ただし、クローン作成処理は成功します。

回避策：なし。



Sysprep カスタマイズを使⽤してリンク クローンとフル クローンを作成すると、Windows 10 ゲスト OS

でカスタマイズとドメインへの参加に失敗する場合があります。

回避策：これは、Microsoft Windows の問題が原因で発⽣します。この問題を解決するには、Microsoft ナ

レッジベース (KB) の次の記事にある⼿順に従ってください。https://support.microsoft.com/en-

us/help/2769827

Horizon 7 ライセンスが設定されていないと、Horizon Console でリンク クローン デスクトップ プールまた

はフォームを作成できません。

回避策：Horizon 7 ライセンスがない場合は、Horizon Administrator でリンク クローン デスクトップ プー

ルまたはファームを作成します。

Internet Explorer ブラウザから Horizon Console にログインすると、アイコンではなくキーワードのみが表⺬

されます。この問題は、DNS 名ではなく IP アドレスを使⽤して Connection Server またはセキュリティ

サーバに接続すると発⽣します。

回避策：接続するときに、IP アドレスではなく DNS 名を使⽤します。詳細については、VMware のナ

レッジベースの記事 KB2150307 (https://kb.vmware.com/s/article/2150307) を参照してください。

Web ブラウザとして Safari バージョン 10.1.1 を使⽤し、完全修飾ドメイン名で Horizon Console にログイ

ンすると、ユーザー インターフェイスで問題が発⽣します。たとえば、下のパネルに何も表⺬されませ

ん。

回避策：Safari バージョン 10.1.1 は、Horizon Console でサポートされる Web ブラウザではありません。

バージョン 10.1.1 より前またはバージョン 11.0.2 以降の Safari を使⽤して Horizon Console にログインし

てください。

クラウド ポッド アーキテクチャ環境のグローバル Linux セッションで Horizon Help Desk Tool を使⽤する

と、ユーザー インターフェイスに次の問題が発⽣します。

[詳細] タブでセッションの詳細をクリックすると、「内部エラーが発⽣しました」というメッセー

ジが表⺬され、Skype for Business のステータスが表⺬されません。また、オペレーティング システ

ムのバージョンが「-」と表⺬されます。

[リモート アシスタンス] をクリックすると、「リモート アシスタンス チケットを取得できません

でした」というメッセージが表⺬されます。

[アプリケーション] タブをクリックすると、「内部エラーが発⽣しました」というメッセージが表

⺬されます。

回避策：なし。Horizon ヘルプ デスクは、Linux デスクトップの次のユーザー インターフェイス機能をサ

ポートしていません。Skype for Business のステータス、リモート アシスタンス、[アプリケーション] タ

ブ、セッション アイドル状態のステータス。

vSphere バージョン 6.7 で、VMFS6 を⾃動 UNMAP 機能を使⽤している場合、Horizon Administrator が

vCenter Server の容量再利⽤の情報を更新しません。 

回避策：なし。

Horizon 7 バージョン 7.5 にアップグレードした後で、インストールした最初の Connection Serverだけが登

録サーバに接続できます。

回避策：Horizon Connection Server サービスを停⽌し、VMware Horizon View 証明書ストアから vdm.ec とい

うフレンドリ名を含む証明書を削除し、Horizon Connection Server サービスを再起動します。

Horizon Console でタイムアウトしたタブから Horizon Administrator にアクセスし、Horizon Administrator か

ら Horizon Console のリンクをクリックすると、シングル サインオンが機能しません。

回避策：ブラウザで Web サイトのデータをクリアして、ブラウザを再起動します。

Firefox、Google Chrome、Microsoft Edge または Safari Web ブラウザで IP アドレスを使⽤して Horizon

Console にログインしようとすると、Horizon Console にログインできません。

回避策：完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使⽤して Horizon Console にログインします。FQDN で Web アプリ

ケーションにログインする⽅法については、『Horizon 7 のセキュリティ』ドキュメントを参照してくださ

い。 

https://support.microsoft.com/en-us/help/2769827/sysprep-fails-after-you-remove-or-update-windows-store-apps-that-inclu
https://kb.vmware.com/s/article/2150307


Horizon Administrator の [ユーザーとグループ] ページで、次のユーザーのユーザー名列に null/null が表⺬

されます。Account Operators、Incoming Forest Trust Builders、Terminal Server License Servers、Windows

Authorization Access Group、Server Operators、Pre-Windows 2000 Compatible Access。

回避策：なし。

vSphere 6.7 にアップグレードした後、バージョン 6.7 より前の vSphere で作成したカスタム仕様を使⽤で

きません。

回避策：vSphere 6.7 にアップグレードした後、新しいカスタム仕様を作成して、その仕様をプールのプロ

ビジョニングに使⽤します。

Horizon Help Desk Tool に、仲介ポッドとホスティングするポッドの両⽅のログイン時間が表⺬されます

が、これ以外のポッドのログイン時間が表⺬されません。仲介ポッドがリモート ポッドの場合、ホスティ

ングしているポッドのログイン時間が数分遅れて Horizon Help Desk Tool に表⺬されます。

回避策：ホスティングしているポッドのログイン時間が Horizon Help Desk Tool に表⺬されない場合は、

セッションの詳細が表⺬されているページを閉じます。7、8 分後に [詳細] タブに移動し、セッションの

詳細を再度表⺬します。

VMware Identity Manager がデスクトップの起動に失敗する場合があります。Connection Server で SAML が

有効になっている VMware Identity Manager に SAML 構成の詳細を初めて保存した場合、デスクトップが起

動しません。

回避策：プロファイルを再度保存し、新しいプロファイルで同期操作を実⾏します。同期操作は、管理者

の設定に応じて 1 時間または 1 ⽇ごとに実⾏されます。

シークレット モードの Chrome で Horizon Administrator を使⽤しているときに、表のコンテンツを CSV 形

式でエクスポートしようとすると、次のエラーが表⺬されます。同じ名前のファイルが現在開かれてい

るため、ファイルをエクスポートできません。ファイルを閉じて操作をやり直すか、別のファイル

名を使⽤してください。 

回避策：  通常モードの Chrome で Horizon Administrator を使⽤して、表をエクスポートします。

vCenter Server 6.7 で、Sysprep を使⽤して Windows 10 リンク クローンをカスタマイズしているときに、

プロビジョニングまたは再構成を⾏うと、リンク クローン デスクトップが永久にカスタマイズ状態にな

り、スタックします。

回避策：vCenter Server 6.5 U2 以前を使⽤します。vCenter Server 6.7 が必要な場合は、Quickprep を使⽤し

てカスタマイズしてください。

Horizon Administrator でリモート アクセス ユーザーを⾮認証アクセス ユーザーとして追加することはでき

ますが、⾮認証アクセス ユーザーが外部ゲートウェイからのリモート アクセスを取得することはできま

せん。ユーザーは仮想デスクトップにアクセスできなくなり、⾮認証アクセス ユーザーとしてアプリケー

ションの起動しかできなくなります。ユーザーが通常のアクセスでログインしようとすると、「Incorrect

authentication type requested」エラー メッセージが表⺬されます。

回避策：なし。

信頼認証の範囲設定を「認証の選択をします」に設定すると、Horizon シングル サインオンが実⾏できま

せん。

回避策：この問題を解決するには、次の回避⽅法のいずれかを⾏ってください。

ドメイン全体認証を使⽤します。

「認証を選択します」セキュリティ設定を引き続き使⽤しますが、Horizon Connection Server ホスト

（ローカル システム）アカウントそれぞれに、信頼しているドメインやフォレストにあるコン

ピュータ オブジェクト（リソースのコンピュータ）のすべてのドメイン コントローラで、「認証

を許可」権限を明⺬的に付与します。「認証を許可」権限を付与する⽅法については、Microsoft の

記事『Grant the Allowed to Authenticate permission on computers in the trusting domain or forest』を参

照してください。

混在モードのライセンス環境でクラウド ポッド アーキテクチャ機能を使⽤すると、RDS ライセンス サー

バが同じクライアントに複数の永久ライセンスを発⾏する場合があります。



回避策：なし。これはサードパーティの問題で、Horizon 7 を使⽤していない場合でも発⽣します。この問

題は、Microsoft RDS ライセンス サーバがライセンスを発⾏する⽅法に関係しています。

Horizon Administrator で、リンク クローン プールのクローンまたは vSAN データストアで作成したフル仮

想マシンを含む⾃動プールのクローンを作成するときに、「ストレージの最適化」に「VMware Virtual

vSAN を使⽤する」オプションが表⺬されません。ただし、クローン作成処理は成功します。

回避策：なし。

フル仮想マシンを含む⾃動デスクトップ プールを編集しているときにデータストアを参照すると、次の問

題が発⽣します。

[vCenter Server の設定] タブで [データストアを参照] をクリックすると、推奨される最⼩ GB 値が表

⺬されます。

[プロビジョニング設定] タブでマシンの最⼤数を増やし、[vCenter Server の設定] タブを選択して

[データストアを参照] をクリックします。推奨される最⼩ GB 値は増えますが、この値が既存の値

に追加されます。

3 台のマシンを含むデスクトップ プールで、1 台が使⽤可能な状態で、1 台がカスタマイズまたは

プロビジョニング段階のときに、デスクトップ プールを編集し、[vCenter Server の設定] タブを選

択して [データストアを参照] をクリックします。3 台のマシンの合計に対して推奨される最⼩ GB

値が表⺬されます。

回避策：フル仮想マシンを含む⾃動デスクトップ プールを編集するときに、推奨される最⼩ GB 値の正し

い値を取得するには、Horizon Administrator を使⽤してデータストアを参照してください。

インスタントクローン デスクトップ プールを編集しているときにデータストアを参照すると、次の問題

が発⽣します。

インスタントクローン デスクトップ プール内のすべてのマシンが使⽤可能な状態になった後で、

デスクトップ プールを編集し、[vCenter Server の設定] タブで [データストアを参照] をクリックし

ます。推奨される最⼩値 (GB)、推奨される最⼤値 (GB)、50% の使⽤率の値が正の値で表⺬されま

す。

インスタントクローン デスクトップ プール内のすべてのマシンが使⽤可能な状態になった後で、

デスクトップ プールを編集し、[プロビジョニング設定] タブでマシンの最⼤数を増やし、[vCenter

Server の設定] タブで [データストアを参照] をクリックします。推奨される最⼩値 (GB)、推奨され

る最⼤値 (GB)、50% の使⽤率の値が増えますが、これらの値が既存の値に追加されます。

3 台のマシンを含むデスクトップ プールで、1 台が使⽤可能な状態で、1 台がカスタマイズまたは

プロビジョニング段階のときに、デスクトップ プールを編集し、[vCenter Server の設定] タブを選

択して [データストアを参照] をクリックします。3 台すべてのマシンに対して推奨される最⼩値

(GB)、推奨される最⼤値 (GB)、50% の使⽤率の値が表⺬されます。

回避策：インスタントクローン デスクトップ プールを編集しているときに、推奨される最⼩値 (GB)、推

奨される最⼤値 (GB)、50% の使⽤率に正しい値が表⺬されるようにするには、Horizon Administrator を使

⽤してデータストアを参照してください。

フル仮想マシンを含む⾃動デスクトップ プールを作成するときに、2 つ以上の名前を指定し、「パワーオ

ン状態の未割り当てのマシン数」の値にその数より少ない値を設定した場合、後でプールを編集するとき

に、プール作成時に指定した名前の合計数と等しい値を「パワーオン状態の未割り当てのマシン数」

フィールドに⼊⼒できず、間違ったエラー メッセージが表⺬されます。

回避策：2 つ以上の名前を持つフル仮想マシンを含む⾃動デスクトップ プールを編集する場合は、

Horizon Administrator を使⽤して「パワーオン状態の未割り当てのマシン数」フィールドの値を正しく更新

してください。

多くの場合、追加の設定を⾏っていないブラウザで IP アドレスまたは CNAME を使⽤して HTML Access

ポータルまたは管理コンソールの 1 つに接続を試みると、接続に失敗します。この問題が発⽣すると、ほ

とんどの場合、エラーがレポートされますが、空のエラー メッセージが表⺬されることがあります。

回避策：この問題を解決するには、『Horizon 7 のセキュリティ』の「オリジンの確認」を参照してくだ

さい。



Skype for Business を設定するときに、仲介サーバを迂回するメディア バイパスを有効にするオプションを

選択できます。

Skype for Business では、PSTN ユーザーとの通話を最適化するため、メディア バイパスが有効かどうかに

関係なく、メディアは常に仲介サーバを介してルーティングされます。

回避策：なし。メディア バイパスは Virtualization Pack for Skype for Business でサポートされていませ

ん。https://kb.vmware.com/s/article/56977 を参照してください。

クラウド ポッド アーキテクチャ環境で、ペアリングが必要な両⽅の Connection Server ポッドに同じユー

ザーが存在すると、Horizon Administrator で「ソース ポッド」の値が 2 と表⺬され、両⽅のポッドのユー

ザーがソースとなります。管理者は、両⽅のポッドのユーザーを編集できますが、ハイブリッド ログイン

時にユーザー設定に不整合が⽣じることがあります。また、ユーザーのハイブリッド ログインは無効にで

きません。

回避策：両⽅のポッドからユーザーを削除し、ユーザーを再作成して、ハイブリッド ログインに設定し

ます。

Horizon Administrator で、vCenter Server から開始したリモート セッションの [セッションのログアウト] ボ

タンと [セッションを切断] ボタンが無効になっていません。

回避策：vCenter Server から開始したリモート セッションの [セッションのログアウト] ボタンと [セッ

ションを切断] ボタンを無効にするには、Horizon Console を使⽤します。ただし、[インベントリ] > [デス

クトップ] の順に移動してデスクトップ プールを選択し、[マシン] タブ、[マシン（インスタント クロー

ンの詳細）] タブまたは [マシン（View Composer の詳細）] タブをクリックした場合、この機能は使⽤で

きません。

ネストされた ESXi またはネストされた仮想 ESXi に Virtual Volumes データストアを追加すると、コアダ

ンプ エラー メッセージが⽣成されます。

回避策：なし。

vSAN データストアを検索してパーシステント ディスクをインストールするときに、Horizon Administrator

と Horizon Console の両⽅で、実際のフォルダ名ではなく内部フォルダ名が表⺬されます。

回避策：なし。

Horizon Administrator と Horizon Console の両⽅で、「ヘルプデスクを管理（読み取り専⽤）」権限のあるカ

スタム ロールが、グループへのアクセスに使⽤可能なロールとして表⺬されます。

回避策：なし。

管理者（読み取り専⽤）ロールを持つユーザーが、Horizon Administrator で [View 構成] > [クラウド

ポッド アーキテクチャ] を表⺬できません。

回避策：Horizon Console を使⽤します。

Horizon Administrator で、vSAN データストアを使⽤するリンク クローン ファームを追加または編集する

と、[停電期間] が無効になります。

回避策：Horizon Console で、vSAN データストアを使⽤するリンク クローン ファームに停電期間を設定し

ます。

Horizon Administrator で、フル仮想マシンを含む⾃動デスクトップ プールのマシンのサマリ画⾯にある [再

構築] ボタンが機能しません。

回避策：Horizon Administrator で、[マシン] > [vCenter Server] の順に移動して再構築機能を使⽤します。

https://kb.vmware.com/s/article/56977


既存の PowerShell スクリプトを使⽤して vCenter Server を Connection Server に追加すると、次のエラー

メッセージが表⺬されます。「Failed to add vc instance: No enum constant

com.vmware.vdi.commonutils.Thumbprint.Algorithm.SHA-1.」この問題は、Horizon 7 バージョン 7.8 で⾃⼰署名

証明書の証明書オーバーライドを⺬す certificateEncoding プロパティが追加されたことが原因で発⽣しま

す。このため、無効な SHA-1 値を使⽤している以前のバージョンの VMware PowerCLI スクリプトは失敗

します。

回避策：SHA-1 ではなく、プロパティ値 DER_BASE64_PEM を使⽤するように PowerShell スクリプトを更

新します。たとえば、set $certificate_override.sslCertThumbprintAlgorithm = 'DER_BASE64_PEM' を使⽤しま

す。

ユニバーサル Windows プラットフォーム (UWP) アプリケーションをアップグレードすると、バージョン

を含むパスが変更され、元のパスでアプリケーションにアクセスできなくなります。Horizon Administrator

で、アプリケーションのステータスが「使⽤不可」になり、ユーザーはアプリケーションを起動できませ

ん。

回避策：アップグレード後に Horizon Administrator でアプリケーションのパスを更新し、アプリケーショ

ンのステータスが「使⽤可能」になっていることを確認します。あるいは、アプリケーションのアップグ

レードを⾏わないでください。

クライアント ドライブ リダイレクト機能にデバイス フィルタリングが設定されているときに、ユーザー

が RDP 表⺬プロトコルを使⽤して接続すると、デバイス フィルタリングが機能しません。

回避策：クライアント ドライブ リダイレクトにデバイス フィルタリングが設定されている場合は、RDP

接続を許可しないように Connection Server を設定します。

True SSO デスクトップのロック解除機能は、PCoIP および Blast プロトコルでサポートされていますが、

Remote Desktop Protocol (RDP) ではサポートされません。

次の場合、ドメインの信頼問題が原因で、Horizon Console にユーザーまたはグループのサマリが読み込ま

れません。

ユーザーとグループが⼀⽅向の信頼ドメインに属し、ログインしている管理者が⼀⽅向の信頼ドメ

インから必要な権限を取得している場合。

ユーザーとグループが双⽅向の信頼ドメインに属し、ログインしている管理者が双⽅向の信頼ドメ

インから必要な権限を取得している場合。

ユーザーとグループが⼀⽅向または双⽅向の信頼ドメインに属し、必要な権限を持っている管理者

が⼦ドメインからログインしている場合。

回避策：Horizon Administrator を使⽤して、ユーザーまたはグループのサマリにアクセスします。

Connection Server のタイムゾーンに対して Connection Server の時間が正しく設定されていないため、

Horizon Console で⼀部のイベントが表⺬されないことがあります。

回避策：すべてのイベントを表⺬するには、Horizon Administrator を使⽤します。

アクティブなセッションを使⽤して、インスタントクローン仮想マシンをリカバリできます。この状況

は、Horizon Administrator と Horizon Console の両⽅で発⽣します。

回避策：なし。

Horizon Administrator と Horizon Console で、パーシステント ディスクの接続を解除した vCenter Server を削

除すると、その vCenter Server から接続を解除したディスクが Horizon Administrator に表⺬されます。ただ

し、ディスクの操作はできません。Horizon Console には、接続解除されたディスクは表⺬されませんが、

内部エラーのバナーが表⺬されます。

回避策：回避策はありません。削除する前に、vCenter Server から接続解除されたディスクがないことを

確認します。



Horizon Console で⼿動デスクトップ プールを作成するときに、[セッションのタイプ] オプションが「アプ

リケーション」か「アプリケーションとデスクトップ」になっていると、[空のセッションのタイムアウト

（アプリケーションのみ）] フィールドが更新されません。

回避策：⼿動デスクトップ プールを編集して、[空のセッションのタイムアウト（アプリケーションの

み）] フィールドを更新します。

vSphere Client for vSphere 7 で Windows 2019 OS を選択して Windows 2019 をインストールした仮想マシ

ンが Horizon 7 で表⺬されないか、サポートされません。

回避策：vSphere Client で Windows 2016 OS バージョンを選択して、仮想マシンに Windows 2019 をイン

ストールします。

VMware Cloud on AWS コンソールでセグメント名が変更されていると、インスタント クローン デスク

トップ プールまたはファームを選択するときに、ポート グループまたはセグメントの新しい名前が

Horizon Console に表⺬されません。

回避策：なし。

Horizon 7 Administrator コンソールのアイコンをクリックするか、ブラウザのアドレス バーに

https://localhost/admin または https://localhost/newadmin を⼊⼒して Horizon Administrator

を起動すると、https://127.0.0.1/admin にリダイレクトされます。この場合、IP アドレスへのリダ

イレクトで認証エラーが発⽣することがあります。詳しくは、VMware ナレッジベースの記事

KB2150307(Cannot login to a VMware Web application such as Horizon Administrator or Horizon Help Desk Tool)

を参照してください。

回避策：IP アドレスへのリダイレクトを防ぐには、ブラウザのアドレス バーに

https://localhost/admin/ を⼊⼒します（URL の最後に / を付けてください）。

Horizon Agent for Linux

このセクションでは、Linux デスクトップの構成時または Horizon Agent for Linux で発⽣する可能性がある問題に

ついて説明します。

リモート デスクトップに接続して、共同作業の UI アイコンをクリックした後で、[共同作業] ウィンドウ

が表⺬されないことがあります。

回避策：デスクトップ ウィンドウのサイズを変更するか、リモート デスクトップに再接続します。

2560x1600 の解像度で 4 台のモニターを vSphere 6.0 の RHEL 6.6 や CentOS 6.6 仮想マシンで構成するこ

とはサポートされていません。

回避策：2048x1536 の解像度を使⽤するか、この構成を vSphere 5.5 に展開します。

[キーボード⼊⼒⽅法システム] が fcitx に設定されている場合、Linux エージェントのキーボード レイ

アウトおよびロケールはクライアントと同期しません。

回避策：[キーボード⼊⼒⽅法システム] を iBus に設定します。

SSSD (System Security Services Daemon) を使⽤するドメインを追加すると、RHEL/CentOS 7.2 デスクトップ

でシングル サインオン (SSO) が機能しません。

回避策：SSSD を使⽤するドメインを追加した後で、VMware のナレッジベースの記事 KB2150330「SSO

configuration changes required when using SSSD to join AD on RHEL/CentOS 7.2 Desktops」の情報に従って

/etc/pam.d/password-auth ファイルを変更します。

スマート カード リダイレクトで認証を⾏ったクライアント ユーザーが Ubuntu 18.04/16.04 または

SLED/SLES 12 SP 3 デスクトップに接続し、PIN を⼊⼒する前にスマート カードを取り外して再度

挿⼊すると、デスクトップで変更が認識されません。

デスクトップでスマート カードの状態変更が検出されるのは、ユーザーが PIN の⼊⼒を求めるプロンプ

トを閉じた後になります。

https://kb.vmware.com/s/article/2150307
http://kb.vmware.com/kb/2150330


回避策：プロンプトでスマート カードの PIN を⼊⼒し、[OK] をクリックします。または、[キャンセル]

をクリックして、PIN を⼊⼒せずにプロンプトを閉じます。

クライアント ユーザーが Ubuntu 18.04/16.04、SLED/SLES 12 SP 3 デスクトップに接続すると、ロ

グイン画⾯に「Error 2306: No suitable token available」というメッセージが表⺬されます。

このエラー メッセージは、クライアント システムからスマート カードが取り外されたことを意味しま

す。ユーザーは、パスワードを⼊⼒するか、スマート カードを再度挿⼊して、デスクトップにログインで

きます。

 

Ubuntu 16.04 では、管理者が /etc/vmware/config 構成ファイルで VVC.ScRedir.Enable を FALSE に設定してス

マート カード リダイレクトを無効にすると、デスクトップがログイン画⾯でハングします。

Ubuntu 16.04 デスクトップに接続し、スマート カード認証で誤った PIN を⼊⼒すると、スマート

カードの PIN ではなく、パスワードの⼊⼒を求めるログイン プロンプトが表⺬されます。

クライアント ユーザーは、[OK] をクリックしてパスワード⼊⼒のプロンプトを閉じることができます。

新しいプロンプトが表⺬され、スマート カードの PIN を⼊⼒するように求められます。

Ubuntu 18.04/16.04 と SLED/SLES 12 SP3 で、ユーザーがクライアント システムからスマート

カードを取り外すと、デスクトップのスクリーンセーバーが正常に機能せず、画⾯がロックされま

せん。

デフォルトでは、クライアント ユーザーがデスクトップへの認証に使⽤するスマート カードを取り外し

ても、デスクトップがスクリーンセーバーでロックされません。この条件でスクリーンセーバーを機能さ

せるには、デスクトップに pkcs11_eventmgr を設定する必要があります。

回避策：スマート カード イベントに対するスクリーンセーバーの正しい動作を pkcs11_eventmgr に指定

します。

RHEL 7.0 デスクトップで、-m パラメータに 「yes」 を設定してスマート カード リダイレクトを有効にし

た Horizon Agent をインストール後、Horizon Administrator、Horizon Console または vSphere で⿊い画⾯が表

⺬されます。スマート カード リレダイレクトは、RHEL 7.1 以降が実⾏されているデスクトップでサポー

トされます。この機能は RHEL 7.0 デスクトップでサポートされていません。

回避策：RHEL 7.1 以降が実⾏されているデスクトップで、スマート カード リダイレクトを有効にして

Horizon Agent をインストールします。

解像度の異なる 2台のモニターが構成されており、1 次画⾯の解像度が 2 次画⾯よりも低い場合は、画⾯

の特定の領域にマウスを移動したり、アプリケーション ウィンドウをドラッグしたりできないことがあり

ます。

回避策：1 次モニターの解像度が 2 次モニターと同じかそれ以上であることを確認します。

RHEL 7 デスクトップでスマート カードを使⽤し、カードの取り外し時に画⾯をロックするオプションを

有効にしていると、ユーザーがスマート カードでログインした直後に画⾯がロックされる場合がありま

す。これは、RHEL 7 の既知の問題です。

回避策：デスクトップにアクセスするには、スマート カードでログインした後に画⾯のロックを解除し

ます。

Horizon Agent

FIPS モードでは Horizon Agent を Connection Server とペアにできず、Horizon Agent が C ドライブ以外のド

ライブにインストールされている場合はプールのステータスを利⽤できません。

回避策：FIPS モードで運⽤する場合は、Horizon Agent を C ドライブにインストールします。

Windows Server 2016 で Horizon Agent をアンインストールすると、使⽤中のアプリケーションに関する警

告メッセージが表⺬されます。

回避策：Windows の [プログラムの追加と削除] を使⽤して Horizon Agent をアンインストールするときに



表⺬されるダイアログ ボックスで [無視] をクリックします。コマンド ラインから Horizon Agent をアンイ

ンストールする場合は、コマンド msiexec /x {GUID of Agent} の代わりにコマンド msiexec /x
/qn {GUID of Agent} を使⽤します。

Horizon Agent をアンインストールすると、マウスの速度が遅くなり、動作が不安定になります。Horizon

Agent をアンインストールすると、vmkbd.sys ドライバも削除されます。

回避策：Horizon Agent 仮想マシンで VMware Tools を修復します。

Windows 7 ゲスト OS システムで Horizon Agent 7.1 から Horizon Agent 7.2 にアップグレードすると、「使

⽤中のファイル」ダイアログが表⺬されます。セットアップで更新するファイルが VMware Horizon Agent

アプリケーションによって使⽤されていることが通知されます。

回避策：[無視] をクリックして、アップグレードを続⾏してください。

「ログオフ時にマシンを削除または更新」ポリシーが有効になっていると、プロファイル管理がユーザー

データの同期を完了する前に、デスクトップが更新または削除されます。

回避策：なし

32 ビット版 Windows 10 で Horizon Agent インストールを実⾏すると、「引数が不正です」という例外が

スローされ、[OK] をクリックするとインストールは続⾏します。このエラーは、印刷スプーラ サービス

が無効の場合に発⽣します。

回避策：インストールを正しく実⾏するには、印刷スプーラ サービスを有効にします。

共同作業セッションで、MMR を使⽤して⾼速化している動画をセッション オーナーが表⺬している場

合、共同者業者に動画ではなく、⿊い画⾯が表⺬されます。

回避策：セッション オーナーとして共同作業セッションで動画を再⽣する場合、Windows Media Player ま

たは Internet Explorer で動画を再⽣しないでください。あるいは、共同作業が有効になっているプールで

MMR を無効にしてください。

共同作業者がマルチモニター セッションに参加し、クライアントで相対マウス モードを有効にすると、

共同作業者から⾒えないセカンダリ モニターにマウスが移動する可能性があります。

回避策：マウスを画⾯に戻します。あるいは、マルチモニター セッションで相対マウス モードを使⽤し

ないでください。

Chrome で URL コンテンツ リダイレクトを使⽤しているときに、フィルタリング ルールの https プロトコ

ルに .*.google.* を設定し、Chrome のホーム ページに Google を設定すると、新しいタブを開くたびに

google.com にリダイレクトされます。

回避策：ホーム ページまたはフィルタリング ルールを変更します。

共同作業セッションをセットアップするときに、双⽅向の信頼ドメインのメール アドレスで共同作業者を

追加できません。

回避策：「ドメイン\ユーザー」の形式で共同作業者を追加します。

HTML5 マルチメディア リダイレクトは、1803 より前の Windows 10 仮想デスクトップの Edge で機能し

ますが、17133 などの最新の Windows 10 1803 バージョンにアップデートすると、リダイレクトが機能

しなくなります。特に、youtube.com などの⾃動再⽣を使⽤している Web サイトでこの問題が発⽣しま

す。

回避策：Windows 10 仮想デスクトップを強制的に再起動します。

クライアント セッションがアイドル状態の場合、Idle Session Timeout が GPO または GPO 以外のメソッド

を使⽤して MaxIdleTime に設定されていても、公開アプリケーションは切断されません。切断警告メッ

セージは表⺬されますが、アプリケーションは切断されません。

マルチメディア リダイレクトを使⽤してストリーミング メディアのシーク操作を実⾏すると、オーディ

オとビデオがスムーズに再⽣されません。



回避策：数分待つか、現在のストリーミング メディアを再度開きます。

ユーザーが HTML5 マルチメディア リダイレクト機能を使⽤して Edge ブラウザで YouTube ビデオを再⽣

しているときに、ビデオのバッファリングが継続し、イメージやサウンドが再⽣されないことがありま

す。

回避策：画⾯を更新します。

リアルタイム オーディオビデオ機能が有効になっているときに、リモート デスクトップに接続すると、

次のメッセージが表⺬されることがあります。「Your PC needs to be restarted to finish setting up this device:

devicename (VDI).」

回避策：デバイスがリモート デスクトップで使⽤できるので、このメッセージは無視してかまいませ

ん。Windows の設定通知をオフにして、メッセージが表⺬されないようにすることもできます。

複数の⾼解像度モニター (4K) を使⽤してデスクトップに接続しているときに、新しい Blast コーデックを

使⽤してビデオを全画⾯表⺬で再⽣すると、再⽣が低パフォーマンス（低フレーム レート）になることが

あります。

回避策：全画⾯表⺬でビデオを再⽣する場合は、H.264 を使⽤します。

エージェント グループ ポリシー設定の COM ポートの隔離モードが完全隔離（デフォルト）に設定さ

れているときに、Horizon Agent を RDS ホストにインストールすると、シリアル ポート リダイレクト機能

でシリアル プリンタを使⽤できません。この問題は、Windows と Linux の両⽅のクライアントに影響しま

す。この問題は、仮想デスクトップでは発⽣しません。

回避策：COM ポートの隔離モード グループ ポリシー設定を編集して、モードを隔離無効に変更し、

Horizon Agent を再起動します。詳細については、『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』で

「シリアル ポート リダイレクトのグループ ポリシー設定」を参照してください。

VMware Integrated Printing 機能を使⽤しているときに、Windows 7 クライアント マシンから Windows 10

エージェント マシンに接続し、リダイレクトされたプリンタからデルタ フォントを含むドキュメントを

出⼒すると、フォントが正しく表⺬されません。

回避策：なし。これはサードパーティの問題です。

Horizon GPO Bundle

再起動を必要とするコンピュータベースのグローバル ポリシー オブジェクト (GPO) がインスタント ク

ローンに適⽤されません。

回避策：VMware のナレッジベースの記事 KB2150495 を参照してください。

第 1 レベルのデスクトップ（Horizon Client と Horizon Agent がインストールされているマシン）が仮想デ

スクトップで、第 2 レベルのデスクトップが公開デスクトップのネスト モード構成の場合、第 1 レベル

の仮想デスクトップで「クライアント プリンタのリダイレクトに適⽤するフィルタを指定」グループ ポ

リシー設定を使⽤しても、第 2 レベルのデスクトップには適⽤されません。

回避策：第 2 レベルのデスクトップでプリンタをフィルタリングする場合には、第 2 レベルのデスク

トップで「クライアント プリンタのリダイレクトに適⽤するフィルタを指定」グループ ポリシーを設定

します。

Horizon Client

このセクションでは、Horizon Client または HTML Access を使⽤してリモート デスクトップまたはアプリケー

ションに接続するときに発⽣する可能性がある問題について説明します。特定の Horizon Client プラットフォー

ムでのみ発⽣する問題については、Horizon Clients のドキュメント ページで Horizon Client リリース ノートを参

照してください。

https://kb.vmware.com/s/article/2150495
https://docs.vmware.com/jp/VMware-Horizon-Client/index.html


RDS ホストで複数のユーザー セッションが実⾏されているときに、プロファイル データが⾒つかりませ

ん。セッションが切断状態でも、これらのセッションが RDS ホストのタスク マネージャに表⺬されてい

ると、この問題が発⽣します。

回避策：RDS ホストからセッションを削除するか、公開デスクトップまたはアプリケーションからユー

ザーをログオフします。

Workspace ONE にログインしても、アプリケーションの事前起動セッションが開始しません。事前起動

セッションは、Horizon Client から Connection Server へのログインに成功した場合にのみ開始します。

回避策：事前起動が有効になっているアプリケーションを開始するには、Workspace ONE からアプリケー

ションまたはデスクトップを⼿動で開始します。

VMware Blast 表⺬プロトコルを使⽤し、かつ Blast Secure Gateway (BSG) が無効な場合、Horizon Client は、

短時間（約 1 分）ネットワーク停⽌からリカバリできない場合があり、デスクトップへの接続が切断され

ます。この問題は、BSG が有効な場合は発⽣しません。

回避策：セッションを再接続します。

RDS ホストが、セッションで最初に起動したアプリケーションのアプリケーション データのみを保存しま

す。後続のアプリケーションの起動データは保存されません。

回避策：セッションからログアウトして、別のアプリケーションを起動し、そのアプリケーションのデー

タを保存してください。

Windows 10 クライアント おぺれーレーティング システムで、Internet Explorer または Microsoft Edge から

HTML Access 経由で Connection Server、セキュリティ サーバまたはレプリカ サーバに接続すると、デスク

トップの起動に失敗します。この問題は、Windows 10 N、Windows 10 KN、Windows 7 N、Windows 7 KN

ゲスト オペレーティング システムを使⽤しているデスクトップに影響を及ぼします。

回避策：Firefox または Google Chrome で HTML Access を使⽤します。

Intel vDGA については、複数モニターのサポートは最⼤ 3 台のモニターに制限されます。Intel ドライバ

は、解像度が最⼤ 3840 X 2160 のモニター 3 台までしかサポートしません。4 台のモニターに接続しよ

うとすると、1 台の画⾯のみが機能し、3 台には⿊い画⾯が表⺬されます。

VDI デスクトップがリモートの場所に存在し、ネットワーク遅延が⼤きくなると、スマート カード認証に

よる再帰的なロック解除が機能しない場合があります。

回避策：デスクトップのロックを⼿動で解除します。

Windows 8 リモート デスクトップのユーザーが Kerberos 認証を使⽤してログインする場合、デスクトッ

プはロックされ、Windows 8 がデフォルトでユーザーを表⺬するデスクトップのロックを解除するための

ユーザー アカウントは、Kerberos ドメインからのオリジナル アカウントではなく、関連する Windows

Active Directory アカウントとなります。このユーザーにはログインしたアカウントは表⺬されません。こ

れは Windows 8 の問題であり、Horizon 7 ⾃体の問題ではありません。この問題は、Windows 7 でまれに

発⽣する場合があります。

回避策：ユーザーは「他のユーザー」を選択することでデスクトップのロックを解除する必要がありま

す。これで Windows は正しい Kerberos ドメインを表⺬し、ユーザーは Kerberos ID を使⽤してログインで

きます。

Ambir ImageScan Pro 490i を使⽤して、リモート デスクトップやアプリケーションでスキャンを実⾏する

ときに、ダイアログ ボックスには「Scanning… (スキャン中…)」と常に表⺬され、スキャンが完了しませ

ん。

回避策：クライアントでスキャンを実⾏します。クライアントをスキャンすると、スキャナがキャリブ

レーションされます。キャリブレーション操作が終了したら、キャリブレーション ファイルを保存し

て、ProgramData\AmbirTechnology\ImageScanPro490i に展開します。

Horizon 7 for Linux デスクトップの HTML Access では、Unicode キーボード⼊⼒が正しく機能しません。

Linux デスクトップに接続するとき、⼀部のキーボード⼊⼒が機能しません。たとえば、クライアント デ

バイスとリモート デスクトップの両⽅で、英語以外の IME を使⽤している場合は、⼀部の英語以外の

キーは正しく表⺬されません。

回避策：クライアント デバイスで英語の IME を設定して、リモート デスクトップで英語以外の IME を



設定します。

Skype から Skype for Business への⾳声通話が正常に開始しない場合があります。Skype for Business クライ

アントでコールの状態が「通話を接続中...」になります。

回避策：なし。

⾮永続デスクトップ内で Skype for Business を使⽤すると、Skype for Business のデバイス証明書の制限 (16)

を超える場合があります。この制限に達してから Skype for Business にログインを試みると、新しい証明書

が発⾏され、最初に割り当てられた証明書が失効します。

FIPS モードを有効にして Horizon Client 4.8 for Linux 以前を起動し、FIPS モードが有効な Horizon Agent 7.6

または Horizon Connection Server 7.6 以降に接続すると、次のエラー メッセージが表⺬されます。「Invalid

license info for rds-license: Missing client id」

回避策：FIPS モードが有効になっている Horizon Client for Linux を使⽤して、FIPS モードが有効な Horizon

Agent 7.6 以降または Horizon Connection Server 7.6 以降に接続する場合は、Horizon Client 4.9 for Linux 以降

を使⽤してください。

Unified Access Gateway、Horizon Connection Server およびセキュリティ サーバで⽣成されるデフォルトの⾃

⼰署名 TLS サーバ証明書が、macOS 10.15、iOS 13、Chrome OS 76 で実⾏されている Chrome ブラウザ、

Safari ブラウザまたは VMware Horizon Client で使⽤できない場合があります。Apple がこれらの OS バー

ジョンで信頼済み TLS サーバ証明書の要件を変更したため、この問題が発⽣する可能性があります。現

在、デフォルトの⾃⼰署名証明書はこの新しい要件を満たしていません。クライアントから Horizon への

接続が中間のロード バランサまたは TLS を終了するプロキシを経由する場合は、これらのデバイスでも

新しい証明書の要件を満たす必要があります。macOS 10.15 で Horizon Client for Mac を実⾏しているとき

に、⾃⼰署名証明書の確認が必要になり、「信頼されていないサーバに接続する前に警告する」モードを

続⾏できないことがあります。その場合、[信頼されていないサーバ接続] ダイアログ ボックスが開き、

「VMware Horizon Client は接続を確認できません。管理者にお問い合わせください」というエラー メッ

セージが表⺬され、[証明書を表⺬] ボタンと [接続しない] ボタンのみが使⽤可能になります。

回避策：これらの製品のデフォルトの⾃⼰署名 TLS サーバ証明書をその環境の信頼済み CA の署名付き証

明書に置き換えることをお勧めします。セキュリティの⾯でも、この操作を⾏うことを推奨します。この

変更を⾏った場合、信頼済み CA の署名付き証明書が Apple の新しい要件を満たしている限り、この問題

は発⽣しません。macOS および iOS の Horizon Client に対する別の回避策として、サーバ証明書を検証し

ないように SSL 構成を⾏う⽅法もあります。Apple 証明書の要件については、https://support.apple.com/ja-

jp/HT210176 を参照してください。

Horizon JMP Server と JMP Integrated Workflow 機能

複数の JMP Server がインストールされている環境で、複数の JMP Server が同じ User Environment Manager

構成共有を参照しているときに JMP 割り当てを作成または削除すると、競合が発⽣する場合があります。

回避策：なし。

1 つの VMware App Volumes Manager のみを使⽤するように JMP を構成している場合、この App Volumes

Manager を参照していない Horizon Agent を含むデスクトップ プールを JMP 割り当ての作成で選択する

と、このデスクトップ プールの Horizon Agent が参照する App Volumes Manager インスタンスから

AppStack を選択できます。また、複数の App Volumes Manager インスタンスを使⽤するように JMP を構成

している場合、これらの App Volumes Manager インスタンスを参照する Horizon Agent を含むデスクトップ

プールを選択しても、JMP 設定に定義された別の App Volumes Manager インスタンスから AppStack を選択

できます。ただし、デスクトップ プールを起動すると、他の App Volumes Manager から選択された

AppStack が使⽤不能になります。

回避策：なし。

https://support.apple.com/en-us/HT210176


既存の JMP 割り当てが現在使⽤している AppStack の名前を App Volumes Manager で変更したり、JMP 割

り当てを編集して名前を変更すると、既存の JMP 割り当てのサマリ ページに新しい AppStack 名が表⺬さ

れません。

回避策：なし。

2 つの Horizon 7 インスタンスを同じ JMP Server インスタンスに登録し、同じ App Volumes Manager を使

⽤している場合、1 つの Horizon 7 インスタンスから JMP 割り当てを削除すると、もう 1 つの Horizon 7

インスタンスの別の JMP 割り当てが使⽤している AppStack 割り当てが削除される可能性があります。

回避策：なし。

[JMP 設定] ページで Active Directory の情報を追加または編集するときに、[バインド ユーザー名] に⼊

⼒した値に 30 範囲の 3 バイト⽂字の中国語（「试」など）が含まれていると、Active Directory の認証で

エラーが発⽣し、操作が失敗します。

回避策：管理者権限があり、30 範囲の 3 バイト⽂字の中国語（「试」など）を含まない別のバインド

ユーザー名を Active Directory から選択します。

[JMP 設定] ページで App Volumes Manager インスタンスの情報を追加または編集するときに、[サービス

アカウント ユーザー名] に⼊⼒した値に 30 範囲の 3 バイト⽂字の中国語（「试」など）が含まれてい

ると、App Volumes Manager インスタンスの認証が失敗します。

回避策：管理者権限があり、30 範囲の 3 バイト⽂字の中国語（「试」など）を含まない別のバインド

ユーザー名を App Volumes Manager インスタンスから選択します。

Windows 10 1703 デスクトップ プールを起動すると、VMware Dynamic Environment Manager バージョン

9.2.1 でマッピングしたドライブ マッピングの設定が表⺬されません。

回避策：Windows 10 1703 デスクトップ プールを起動した後、次のコマンドを実⾏します。

C:\Program Files\Immidio\Flex Profiles\FlexEngine.exe -UemRefreshDrives

詳細については、VMware のナレッジベースの記事 KB2113657 (https://kb.vmware.com/s/article/2113657) を

参照してください。

localhost を使⽤して Horizon Console にアクセスすると、Horizon Console の [JMP 設定] ペインに「現在、

JMP Server には接続できません」というエラー メッセージが表⺬されます。

回避策：localhost ではなく、完全修飾ドメイン名 (FQDN) で Horizon Console にアクセスします。 

新しい JMP 割り当てを作成しているときに、[アプリケーション] タブに次の警告メッセージが表⺬され

る場合があります。「選択したデスクトップ プールに関連付けられている App Volumes インスタンスは、

登録されているいずれの App Volumes インスタンスとも⼀致しません。」この問題は、次のいずれかの場

合に発⽣します。

デスクトップ プールで使⽤されている App Volumes Agent が完全修飾ドメイン名 (FQDN) ではなく

IP アドレスでインストールされている。

デスクトップ プールで使⽤されている App Volumes Agent は FQDN でインストールされているが、

App Volumes Manager インスタンスの IP アドレスが JMP 設定に登録されている。 

回避策：FQDN を使⽤して App Volumes Agent を再インストールし、[設定 (JMP)] > [App Volumes] タブ

で App Volumes Manager インスタンスを登録するときに FQDN を使⽤します。

VMware Horizon JMP Server のインストールで、McAfee Antivirus が NSSM.EXE を脅威として検出し、JMP

Server インストーラが続⾏できなくなります。

https://kb.vmware.com/s/article/2113657


回避策：JMP Server をインストールする前に、McAfee Antivirus の除外リストに次のファイルを追加しま

す。

         C:\Program Files (x86)\VMware\JMP\nssm-2.24\nssm-2.24\win32\nssm.exe 

         C:\Program Files (x86)\VMware\JMP\com\xmp\node_modules\winser\bin\nssm.exe

Horizon 7 Connection Server のインストールで [ローカルの Administrator グループを許可する] オプショ

ンを選択すると、<domainName>\Administrator ではなく BUILTIN\Administrators グループが作成されます。

このため、Horizon Console で JMP Server の情報を追加すると、「Horizon 権限が不⾜しています」というエ

ラー メッセージが表⺬されます。

回避策：Horizon Administrator を使⽤して、フル アクセス管理者として <domainName>/administrator を登録

します。  Horizon Console に再度ログインして JMP Server の情報を追加します。

JMP 割り当ての作成中、マウスをインスタントクローン でデスクトップ プールの上に移動させると、3D

レンダラ オプションに表⺬される値は、[vSphere Client を使⽤して管理] ではなく、[無効]になりま

す。

回避策：なし。

信頼認証の範囲設定が「認証の選択をします」に設定されていると、JMP Server を登録できません。

回避策：この問題を解決するには、次の回避⽅法のいずれかを⾏ってください。

ドメイン全体認証を使⽤します。

「認証を選択します」セキュリティ設定を引き続き使⽤しますが、Horizon Connection Server ホスト

（ローカル システム）アカウントそれぞれに、信頼しているドメインやフォレストにあるコン

ピュータ オブジェクト（リソースのコンピュータ）のすべてのドメイン コントローラで、「認証

を許可」権限を明⺬的に付与します。「認証を許可」権限を付与する⽅法については、Microsoft の

記事『Grant the Allowed to Authenticate permission on computers in the trusting domain or forest』を参

照してください。

デスクトップ プールで使⽤されている App Volumes Manager と JMP Server で使⽤されている User

Environment Manager のバージョンに関する情報を判定できなかったため、JMP 割り当てが期待通りに機能

しません。

回避策：デスクトップ プールを設定するときに、[プロビジョニング設定] ペインの [デスクトップ プー

ルのサイジング] セクションで [スペアの（パワーオンされた）マシンの数] の値を 1 以上に設定し

ます。さらに、[プロビジョニングのタイミング] セクションで [オンデマンドでマシンをプロビジョニ

ング] オプションをオンにした場合は、[マシンの最⼩数] の値を 1 以上に設定します。

JMP Server バージョン 1.0.0.516 がインストールされているホストで JMP Server バージョン 1.0.2.x のイ

ンストーラ ファイルを実⾏すると、インストール プロセスが続⾏しません。

回避策：[コントロール パネル] を使⽤して、JMP Server バージョン 1.0.0.516 をアンインストールしま

す。JMP Server バージョン 1.0.2.x のインストール ファイルを実⾏し、ウィザードに従ってインストール

を完了します。インストール中に同じ SQL Server データベース情報を指定し、JMP Server バージョン

1.0.0.516 のインストールで使⽤したデータを保持します。

次の場合、JMP Server インストーラ バージョン 1.1.0.xxx で環境のアップグレードに失敗してロールバッ

クされた後、JMP Server インスタンスが使⽤不能になります。

JMP Server 環境に SQL Server データベース証明書がなく、アップグレードで [SSL の有効化]

チェックボックスが選択された。

Windows 認証の接続モードを選択して JMP Server のアップグレードが実⾏されたが、SQL Server ロ

グイン アカウントが JMP Server ホスト システムに作成されていない。  

[キャンセル] をクリックして、アップグレードがキャンセルされた。

https://docs.microsoft.com/en-us/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2003/cc738653%2528v%253dws.10%2529


回避策：JMP Server インストーラ バージョン 1.1.0.xxx を再度実⾏して、アップグレードを再度やり直し

てください。前の JMP Sever バージョンのインストールで使⽤した SQL Server データベース情報を再度⼊

⼒する必要があります。  アップグレードに成功したら、JMP Server に設定したすべての証明書がそのま

ま残っていることを確認します。インストールが失敗したり、キャンセルされた場合、証明書が変更され

ている可能性があります。

Dynamic Environment Manager (DEM) 構成共有を追加しようとすると、次のエラーが発⽣する場合がありま

す。runOne] Error running file_share.createFileShare { code: 400,\n took: 221,\n data: {},\n error:

'Unable to create file share <fileshare-unc-path>.'

DEM 共有構成のパスワードに、次のいずれかの⽂字が含まれていると、DEM 構成共有に失敗します。“

#+,;<>=\~

回避策：次の使⽤可能な⽂字をパスワードに使⽤します。!$%&'()*-./:?@[]^_`{|}

Horizon Cloud Connector

HTML5 ベースの vSphere Web Client を使⽤して、Horizon Cloud Connector 仮想アプライアンスの OVA ファ

イルをデプロイすると、次のエラーが発⽣します。「プロパティ proxySsl の指定された値「false」が無効

です。OVF パッケージのデプロイに失敗しました。」

回避策：Flex ベースまたは Flash ベースの vSphere Web Client を使⽤して、Horizon Cloud Connector 仮想ア

プライアンスの OVA ファイルをデプロイします。

Horizon Cloud Connector を起動すると、「[FAILED] Failed to start Wait for Network to be

Configured.See 'systemctl status systemd-networkd-wait-online.service' for details.」というメッセージ

が表⺬されます。

このメッセージは誤って表⺬されています。ネットワークに問題は発⽣していません。メッセージを無視

して、通常どおり Horizon Cloud Connector を使⽤できます。
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